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序文

本書は、九州新幹線建設工馴に伴い埋蔵文化財発掘調査を実施した、熊本県

熊本市内に所在する「花岡山・万日山遺跡群、新馬借遺跡、北島遺跡群、万楽

寺出ロ遺跡」の４遺跡について報告するものです。

今回報告する遺跡は、熊本市北部域に位置し、熊本市内を南北に質流する井

芹川流域に広がる遺跡です。

また、井芹川流域には釜尾古墳等、熊本県内に多く残される装飾古墳が分布

するなど古くから多くの文化財が所在しています。

このたび､このような歴史的背景を有し文化が育まれてきた熊本県北部域に、

九州新幹線鹿児島ルート計画が策定され、平成２３年３月の開業に向け建設工

事が進められてきました。

本書はこのようななかで、熊本市内に所在する「花岡山・万日山遺跡群、新

馬借遺跡､北島遺跡群､万楽寺出ロ遺跡」の調査成果を整理･報告したものです。

本書が学術資料としてはもとより、郷土の歴史に対する理解を深め、ひいて

は教育・文化向上の一助として御活用いただけると幸いです。

最後に、埋蔵文化財発掘調査に御理解、御協力をいただいた玉名市の皆様を

始め、熊本市教育委員会、事業主体である独立行政法人鉄道建設・運輸施設整

備支援機構鉄道建設本部九州新幹線建設局に対し、心より感謝申しあげます。

平成２３年３月３１日

熊本県教育長山本陸生
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熊本県域における地形炎記と九州新鮮線により発掘柵侮を笈施した遺跡
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第１章序言

木野は、熊本県熊本市横手二丁11から同llj太郎迫町間に所在する標I;d遺跡について、熊本ﾘ,↓教育委幽会が

2004年腹から２００７年度まで災施した発MII1洲侮をとりまとめたものである。熊本市域の埋職文化財はすべ

て熊本市敬育委員会により把握、周知されているが、本Ｉ業の工豆IFに先立ち随時ｆ術調査を災施し、新発兇

の埋蔵文化財の確認作業に努めるとともに、Ｉ:１沖の不時発見による'1Ｉ業全休の遅滞を招かないように研恵

し大規模ﾘＩ業への対応をおこなった。

今回訓在対象となった遺跡は、断幹線|刑業に伴い設拙された新熊本駅北側からﾘ,ｕヒヘ向かい、熊本市柿木

町（旧鹿本郡植木町）との境に位慨する太郎辿町までの|え間に所ｲI;する遺跡である。基本的には、現ｲＩｉの

ﾉL州旅客鉄道株式会社（以下、「ＪＲ九州」という｡）の桝業線西側にあたるが、ノj楽寺出口遺跡のみは新111脈

坂トンネル‘没侭に伴い、大きく在来線路線を外れる。

今回、各遺跡の報告をおこなうにあたり、遺跡の立地、年代等から花岡山･ﾉjII山遺跡群、新馬借遺跡を

ひとくくりとし、北島遺跡群、万楽寺出口遺跡をそれぞれ報告する。

ｌ調査の綿緯

本書で報皆する４遺跡は、先にも述べたが熊本県道跡地l叉|、熊本市遺跡地図において周知されている辿跡

である。ノL州新幹線鹿児島ルートは昭和４８年１１月１３１１に整備計IIhiの決定及び辿設の指示がなされた後、

昭和６１年８月２９日にI:事実施縄nIIl1請がなされたが、その後の経済hli勢や社会‘h'i勢の変化に伴い、平成３

年８月２２Ｈに先行して八代一西鹿児島間について工事実施０１|画が認IlIされ、同年９ﾉ１７日に起工した。その

後、平成１０年３月１２日に船小脇．四座児脇IIIlの工事実施Ｉ汁画が認！''され、同年６ﾉ１２１二lに博多．船小膿ＩＨＩ

が起工している。現在、平成１６年３月１３１二lの新八代一鹿児島中央ＩＨＩの部分開業を経て、博多．新八代Ⅲlに

ついて平成２３年３月１２日に全線1%I業を迎えることとなった。

先行して開業を迎えることとなった新八代以南の発掘捌代が最盛期を迎えていた､１４成１３年から平成１４年

にかけて独立行政法人鉄道建設・迎輸施設熱倣支援機椛鉄道建設本部ﾉL州新幹線巡投局（以ド、「鉄道・迎

輸機構」という｡）の依頼を受けて、熊本市域における埋縦文化財の予備調査を実施した。

鉄道･逆輸機構から示された邪業‘汁画によると､おおよそ熊本市内ではＪＲ線に隣接し､その後熊本市北脇(ＪＲ

娯城大学前駅付近）を境に直線路線を取る新幹線は在来線を外れ、喋北の丘陵地柵をトンネルで抜けること

となっていた。そこで、熊本市内における路線予定地とトンネル坑口付近を中心に対応をした。

その結果、新熊本駅北側から11Ｉ業対応した範朋内で４か所の埋蔵文化財包蔵地を確認し、鉄道・運輸機椛

と保存協槻を実施した。しかし、I1ilOlf業が路線変更に対応できる堺業ではないことから、記録・保存をやむ

なしとの判断にいたり、協識はどのタイミングで発掘調査に櫛手する力､へと移った。

一’一
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二本木遺跡群

(田崎地区）
百

坂口坐太郎

遺山宏

ｌ８

．
●
房

二本木追跡群

(春日地区）
露１１次卿査

熊本Ili内新'紳線関辿1:llfj:W鵬‘iドー随

､I熊本県教育委幽会－１号ノ郷遺跡』熊本県文化I|細査第２３９典２００７

２熊ｲ蝶教育麺嘩『二本木皿跡聯熊本ﾘ,L文化Wi調盃第17.1典１９９９

Tab.’ノL州新幹線新八代一博多間建設-1Z‘Ｉｆに伴う熊本巾地区蝿戯文化財発伽調究一覧（ﾘiL調査分）

－２－

Na

1０

1１

１２

遺跡名

下江中島遺跡

川尻外城遺跡

上ノ郷遺跡

(旧・熊本平野条

里跡）

八島遺跡

跡群
区）

二本木遺跡群

(田崎地区）

二本木遺跡群

(田崎市道切り路え）

二本木遺跡群

(春日地区）

第６次調宜

花岡山･万日山道

跡群

新馬借遺跡

所在地

熊本市樹合町古閑

1287-1ぼか５霊

熊本市川尻３丁目

831他６派

熊本市島町１丁目

304.1他５旅

熊本市蓮台寺４丁ヨ

ＢＺ－３他１１篭

熊本市蓮台寺４丁目

578-8

熊木市田崎１言~目

脈７話の１

熊本市田輔１丁目

熊本市田崎１丁目

熊本市田埼１丁目

熊本市審日３丁目

1015番地

熊本市審日３丁三

熊本市仙手２丁目

1183.21ほか８筆

熊本市槻手１丁目

1142番地ほか６筆

博多眼からの新
幹線距蕊程

107kｍ20ｍ
～

107km2zIOm

lO3km900m
～

１０４１〈ｍ60ｍ

lOOkm760m
～

1001《ｍ880ｍ

99kｍ400ｍ
～

99kｍ840ｍ

99kｍ500ｍ

lIIi行反問

抑行反卿間

98kｍ980ｍ
～

99kｍ240ｍ

98kｍ40ｍ
～

97kｍ280,1

97kｍ２２０ｍ
～

97kｍ280ｍ

96kｍ940ｍ
～

961〈ｍ970ｍ

鯛査面積

7,107.49㎡

1,756.91㎡

ZOOOITi

3,800ｍ

250㎡

700㎡

3,138.4Zn｢Ｉ

2,300｢Tｉ

48ＩＴｉ

12,700ｍ

Z００㎡

3,133,S4ri

598.83,1

卿査
期間

Ｈ18.12.4
～

}119.5.31

H18.9.20

～Ｈ19.3.30

Ｈ15.5.21
～

Ｈ16.1.ﾖ１

111胃.6.5

～Ｈ15.10.31

Ｈ16.2.17
～

Ｈ16.3.31

卜Iａ１．２９
～

'-18.3.25

Ｈ15‘１１２７
～

’１i6.3.31

Ｈ17.11.11
～

Ｈ１８‘8３１

Ｈ１９．５．７
～

1119.6.6

Ｈ17.11.1
～

Ｈ18.12.26

H2Ｚ7.20
～

Ｈ22.8.1

Ｈ17‘1.21
～

H18.12.18

Ｈ１８５二３０

～Ｈ18.6.30

Ｈ20.1.4

～Ｈ20,131

調遊員名

長谷部善一

吉田徹也

早田利宏

手柴智晴

園田恭子

坂口圭太郎

多賀附司

松森由美

吉苗広

今村和徳

和田敏郎

字田員将

愉田光智

坂口圭太郎

坂本亜矢子

帆足俊文

宮崎敬士

福永雅美

坂口圭太郎

尾方圭子
多賀昭司

松森由美

水上正孝

長谷部善･･

吉田徹也

早田利宏

園田恭子

長谷部善一．

坂口圭太郎

道山宏

檀佳克

遺跡の
年代

古珊

古代

中世

近世

弥生中期

弥生中期

古代

弥生後期

古代

中世

洲文

弥生

古代

弥生

古頃

古代

弥生後蛎

古代

古代

中世

近世

代

古代

中世

主な遺猫等

自然流路、鰯

土坑

梶党柱建物
自然流路、堰

寮棺１２基

±坑墓６韮

竪穴建物１５軒

竪穴建物２軒

土坑３雅

竪穴建物

(内向花紋鏡２面）

±師器、須恵器

満

柱穴

竪穴迎物、井戸、水田

遺柵、土坑、溝

竪穴建物、掘立

溝状道拙ほか

柱建物

堀立柱迎物ほか

竪穴建物、掘立柱辿物

±坑墓、井戸

居館跡

旧･熊本駅遺猫

整地屑、柱穴

土坑

道路状遺描、土坑

報

雷

朱

未

①

末

②

未

一
一
〈

未

未

朱

未

1３

1４

北島遺跡群

万楽寺出口遺跡

丁目

熊本市太郎迫町

474.2ほか２蚕

93kｍ230ｍ
～

931《ｍ480ｍ

89kｍ牛１０ｍ

3,450㎡

964.52術

H18.6.15
～

Ｈ19.2.28

H19.5.1

Ｈ19.1030

徳
智
宏

和
光
村
田
山

今
欄
遮

坂口圭太郎

橿佳克

弥生

古代

細文晩期

竪穴辿物、翌棺ほか

柱穴、土坑ほか

竪穴辿物、土坑

古代
辿物、満道路

未

圭
一
へ



捌査実施年度股び整理報告年度の

２捌査組織

今回報皆する調在は熊本県戦育庁文化課で実施したものである。以1<、捌査実施年幽

調査責任街、担当者を掲げるとともに調査協力機関・協力者を11肥する。（熱は調査非常

当非常勤職員）

発掘調査

【2005年（平成１７年度)】

調査貞任背文化課長梶野英二

調査総括課長補佐倉岡博

調査指導課長補佐（文化財綱査第一係担当）高木i};文

調査担当参事坂口圭太郎尼方圭子主任主plI松森由美多賀暗而ｒ遠山宏準

【2006年（平成１８年度)】

i淵査責任行文化課長梶野英云

調査総括課長補佐江本iIO〔

調査指導課長補佐（文化財,淵査第一係拠当）高木IF文

調査担当者参事坂口韮太郎文化財保i池主事今村和徳主ﾘＩ柚佳克（任期付職貝）

遠山宏蕪横田光智蕊

【2007年（平成１９年度)】

調査責任者文化課腿梶野英二

i淵査総括課長補佐江本血

調査指導課長補佐（文化財第一係担当）高木正文

調査担当者参事坂口韮太郎棚佳克（任期付職典）

整理業務

【2009年（平成２１年度)】

終理責任荷文化課艮米岡正治

整理総括課長補佐木崎康弘

整理指導文化財調査第一係瞳村崎孝底

盤理担当背参事災谷部善一稲葉貴子蟻蕊唐木ひとみ蕊癖

【2010年（平成２２年度)】

整理責任将文化課及小田慌也

盤理総括課長洲佐木崎康弘

幣理指導文化財捌査第一係災村崎孝雄、文化11ｲ置料室長坂田和弘

幣理担当荷参事長谷部善一稲葉賢子鱗蟻唐木ひとみ蕊蕊

調査指導・助言及び捌査・盤珊協力者

熊本市教育委員会柿木町教行委員会Ｉ熟市教育委員会

(熱は調査非常勤職員、 ｡#峰は整瑚側

熊本県立装飾古墳館

中原幹彦網田龍生美澱口雅朗竹H1竣司赤星雄一稲灘柵洋原川鞭昭金'''一糟松村典紀子

林田和人山下宗親岩谷史記師富国Ｎｉ噌田直人荒木隆宏

盤1111業務に側する業務委I托先

出土遺物一次整理業筋図版版ド作成（デジタルトレース）業務

埋蔵文化財サポートシステム株式会社

側告香掲,ｉｉｉ川写真図版作成、版下作製業務
写測エンジニアリング株式会社

－３－



５

宮地小畑通跡

宮地観行野遡跡

古窟域下迦跡
一一

古鐘能寺;１１跡

Ｆｉｇｌ熊木ﾘ,↓域における地形表‘池とﾉL州新鮮線により充M1細流を災施した辿跡

－４－

2３長野通
一一一画一■ａ

ＦＬ》幸
〈

跡
・
女

週
．
瞳

田
・
白

鳥
・
上

電巡罫一

１
２
３
４
－

長山前周迩跡

小I誰fI跡

１１二誇張迩跡群(器日､田崎地区】
－

．－八島町湿跡

西片園田逝跡

２１百片稲付迩跡

一韓小斑i墾些
宮地年抑逝跡

キリシタン寺院誌

宮地湘尻迩諒

22口翌睡1蓮

に
一
喝
暇
恒
一
応
一
面
旧
旧

西尿政週跡

両迫間日渡遡跡

玉名平野桑里跡(古闘前地区）

太郎丸廻跡

祭田下週跡
一

瀬荻遮跡

掴佐津詞巡跡、

茜安寺迩跡

照本平野条里跡

上ﾉ郷辿畠『気
川尻下線選諒

下江中島通跡

小、郁両雨捌

W噸通跡

高良切迫鏡誌

》

週
．
固
》

幸
〈

跡
・
女

田
一
日
片

島
《
上
琶

６
】
７ 四百町開

寓岨罪永堤防万楽寺出口通跡

北島巡跡群・北喝北週跡

斬馬借訓跡

花岡山万臼山遡跡群

８
９
、

古瀧城跡
一一一

軍iX弊一



１調査地域

（１）遺跡の位世

本稿で扱う遺跡は熊本市北Ijli部に位慨する金峰111東麓に広がる凝灰肖性台地上に位侭するﾉj楽寺出口遺跡、

北脇遺跡群、花岡山北東麓に位置する新馬借遺跡、花岡１１１．万'二1111遺跡群とに大別される。これら一連の遺

跡は近くにjl:芹川及びその支流が西流し、遺跡を形成する一因をなす。

万楽寺出1-1遺跡は、今回調代を実施したなかで最も北に位樋する遺跡である。過跡は凝灰洲を基底に持つ

柚木台地上の縁辺部に位世し、西側でlILi谷川を挟み金姉111系の地価へと変わる地形|:に立地する。西谷川を

挟み金峰山側は急激な崖面を形成する。北島遺跡も凝灰洲台地の脈陸上に位侭する。沖積地に張り出す丘陵

周辺は井芹川による河川堆欄物が沖禰地を形成し、独立した丘陵を呈する。新馬惜遺跡、花岡山･刀11山遺

跡聯は井芹川の流域に所在する。井芹川は、熊本城が築城された際に一部河道を変え、外堀として利川され

た締緯もある。よって、現在も遺跡周辺を概観する際に河川前而に位岡する遺跡とlirう感じを覚えるが、本

来は花岡山束麓に位HfＩする緩斜面から､I《地にかけて形成された遺跡である。

（２）歴史的環境及び既往の,淵従

ノノ楽寺出l｣遺跡は、遺跡の位侭でも触れたが、丘陵上に位置し西符川を望む台地緑辺部にあたることから、

細文晩期の辿跡である山海道辿跡、太郎迫遺跡とに隣接する遺跡である。遺跡本体は、これまでに腿政ﾘ;業

に伴い１９９４年から１９９５年にかけてり!↓により発掘調査が実施され、弥生時代中期を中心とする遺跡が確認

されている。今回の‘淵査の結果、縄文晩期と占代の遺柵が検出されたことから、広く台地１２の遺跡の広がり

を見て、本来は縄文期の遺跡の広がりとして捉え、太郎辿遺跡の1晒畷と考えることが妥当であると思われる。

北島遺跡鮮は、調在を実施したｌ区から２区にかけて、中世に「北島城」が慨かれていたとされている。

現ｲl§も残る捌査区西側の神社境内には、かつてﾉ〈文年IHlの年号を刻む板碑が数多く残っていたと熊本Ili史に

報('『がされている。孫細な年代等は分かっていないｃ新賜借遺跡は、一新小学校改築工事の際に古代の土器

が出土したことで知られた遺跡である。その後は周辺の確認調査でも詳細は分からない部分もあったが、今

回のりf業に伴い僅かながら辿跡の性格及び広がりが確縄された辿跡である。熊本城が築かれた近世以降は、

街道に面した町屋や寺院の一角としてｲji在していたものと痔えられる。

イビ岡111.万日山遺跡鮮は、熊本駅西側に広がる花岡111,ノj日lIIA0il辺に広がる遺跡脈を総称して呼称されて

いる遺跡である。遺跡聯の中には花岡111繍式石械、万HIii噸、万Il山東古噛、万HIlI山頂古城、妙解が跡が

含まれる。ノj口山古峨群と称されるうちの一つであるｿjlI古境は、イi室の柵造、出Ｉ:遺物から７世紀前半に

比定されるIli脳時代終末期古ifiと見られる。全隆１２３ｍの玄武洲製の横穴式石室は、左右にｲi屋形を‘没け、

奥畷に割抜式家形石柏が設侭される。また本遺跡は、同‘ｌＩ業により熊本市数育委員会でも発伽淵査が火施さ

れており、御照院細川家墓所で、現在の妙解寺の東隣にあたる妙解寺は、細川家３代忠利追伸のために寛永

１８年に創建されている。符照院は寛文４年に削巡され、０淵査が実施された堪所は１７世紀中頃から１８世紀

前半に建てられたものと報告がされている。

－５－

熊“1撒育委仙会ｒ万楽､W11II過跡・山抑道過跡」熊本帆文化財‘i１１代側ｉｉｉ流１８５典１９９９

熊ぶⅢ1段育委ｌ１会ｒ太郎迫通跡・妙兇迎跡豊熊本県文化Ⅲ調査州i0i朔１８６典】”９

ｱ熊本I1j延史刺職痢・巻窃8'i衡料

熊本市撒奇委仙会『翻剛院削川家菓所Ｊ、ｲ岡山・ノjIIlll遺跡1W耐１次蝋髄低苑lWlfi代翻缶凹Ｚ(X)８

２
３
４

第２章調査



(3)測11ｔ

｛Ｅ岡111．ﾉjlIIlI辿跡群、新賜借遺跡、北貼遺跡群、ノj･楽制llII遺跡の発仙''1洲侮を|ﾙI始するにあたっては、

ulf前に基#('1点測iitと水準点測{1tを実施した。』１２唯点は本‘淵査の契機となったﾉL州新幹線工事に伴い、鉄道．

皿輸機椛が股『(した'11ｔ陥隙系II系にjilLづく’'水測地系により股脱している。

２００２年（1旦成１４年）‘lノ111-1からの改正測Mi法の施1j:に伴い、１１本測地系からII堺測地系へ移行するこ

ととなったが、水‘lｉ災における基準点が口本測地系となっていることから、熊本卿ﾉ1における埋蔵文化財発

M1細秀で股iiffする｣,脚;点はすべて'1本測地系にｊｌ１Ｌづいて,側ｉｆ[している。なお、世界i1Ill地との幣合をとるため

に遺跡調汽区内の杭の数値を11本測地、’１t界測地でそれぞれ示す。

日本測地系 世界測地系

Ｘ座標 Y座標 X座標 Y座標

花岡山・万日山１区 -２３１１０ 再２８５９５ -22737‘７６９４ -28816.0246

花岡山・万日山２区 －２３１３０ -28617 -22757.7696 -28838.0245

花岡山・万日山３区 －２３１４５ -28625 --22772.7696 -28846.0244

花岡山・万日山４区 －２３１５５ ＝28636 -.22782.7696 -28857.0242

花岡山・万日山５区 －２３１６４ -28627 -22791.7696 －２８８４８．０２４３

花岡山・万日山６区 -22830 -28490 -22457.7671 -２８７１１．０２５５

新馬借 -22525 =28425 -22152.7640 -28646.0259

北島１区 ･-19020 -28420 -18647.6929 -28640.9903

北島２区 －１９１４０ -28360 -18767.6971 -28580.9921

北島３区 －１９２００ -28337 -18827.6985 -28557.9930

万楽寺出口 －１５５８０ -30065 -15207.6524 -30285.9819

Tab､２イビ岡11.1.ﾉjliIII辿跡郡、新馬借辿跡、北I;I)遺跡群、ノj楽寺川１１遺跡のjI嘩点成果

(4)その他

発掘した遺構は、遺構の祁別を示す以下のif群と、一巡の数字の組み合わせにより炎記した。

ＳＡ（塀、柵列）ＳＢ（進物）ＳＣ（Iul廊）Ｓ、（満）ＳＩｊ（ｊ|:戸）ＳＦ（道路）Ｓｃ（池）ＳＩ（I経穴建物）

ＳＫ（l:坑）ＳＰ（住穴）ＳＳ（足場）ＳＴ（基）ＳＸ（その他、イくりl遺構）

※本,1Fでは便川していない紗jも含むく

遺物観察炎に記している色調については「新版標準土色帖」（1999)､DICカラーガイド「『IIllilの伝統仏

２版)、標堆色カード２３０．１１水色研1988-を使用した。

－６－

(節
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遺跡地名表一①

通跡

爵鼎
週跡％ 遺跡の時代

7６ 閲平ｍＭＭｉ柏 古喰

７７ 欠禍キ跡 中世

7８ 永油j､跡耐 古填・中世

7９ 脇聞lllIoj堀 占喰

8０ 松噛通勤師 弥唯～平安

８１ 杜崎八岨而式間袖 古埴

８２ 噸間 同文～中世

池H1町(泊111小学校） 弥生～平安

植田域跡 中世

８５ 抑棚・ノ芥綱穴卿 古城

８６ -.ノ芥 古刷～平安

８７ 1M町1:脚跡 近世

８８ 稗川削穴聯 古jｎ

８９ 舟咽 縄文～OIO世

９０ 舟喝IIlI1j城 I1fMI

９】 舶喝llllfjMI 古城

９２ :蝋端鴎 中世

９３

９４

｜
］

｜
聖

｢越肌塚

弥懲・中世

縄文

９５ 他ｕ K幡放'1:地蔵 近世

９６ 1雛院嶋内価造杓 中世・近世

９７

９８

帝
＄鯉捜穴師

弥生～中世

占咽

９９

1００

言
小節

縄文～中世

縄文～平安

1０１ 侭釣間跡 近世

1０２ 峰裂統跡購地 中世

1０３

1０４

ｒ雨面5雨Z戸
釈将､ｌｊ跡

庵
近世

1０５ 点町２J.1１ 縄文～近世

1０６ 仏火ｉｎ,ﾔ週脇師 縄文～近世

1０７ 金剛的耐勉1』跡 中世

1０８ 円光甥跡 近

1０９ 仙厨院跡 中世

１１０ IAIlfj# 捧生

１１１ 浄、鼎跡 OIO世

１１２ uII歎イ 内ｊＷＩｌＩＩｌ０： 明治

１１３ 成就院火 VlllfZ刷帯閥 中世

１１４ 安元j釧 愉蛎檀崎身 11J代

１１５
喫池J１ 叩徹蛎讐

棚思禅､Iｳ晩1A、適物

古代

中枇

１１６ お桑園跡 近世

１１７ ｆ国 縄文～中世

１１８ 上０１町 縄文～中世

１１９ ･夜塘 近世

１２０ I苫河原 縄文～古代

1２１ pilWMh 弥生～中世

1２２ 火iIrI川 蝿文～平安

1２３ 小泉八測戚小[11脚 明治

1２４ 山崎BQijn 占蛎

1２５

1２０

－
ｆ島印

近世

弥住・古堀

1２７ 代細神祉の肘恥 中世

1２８

1２９

i~洞r雨７雨砺而面
火汎逝跡師
F両F両『
釦文～明治

1３０ 大江範８A跡1111随南昭） 明治

蝉
端

遡跡橘 近跡の時代

郷ノ水 縄文・弥盤

２ 柿蝋踊の木 縄文～011世

３ 柿原判山肌 旧価器・古珊

４ 止荒雌緬式ｲi輔刷 古帆

５ 函樹迩跡 中世

６ 小山ⅡＩ 縄文～中1m

７ 必崎 珂文

８ 耐6耐 縄文～中世

９ 屈伸好跡 810世

1０ 城斜賢の賎 QIB職

1１ 閥火符 聞文～中世

1２ 丙櫛院平 聞文～中世

1３ 符雌崎 '1Ｍj器

1４ 芥阻of跡 111

1５ 野添､ド 日立～中世

1６

1７

帝
Ｈ影城跡
ｒ雨示一
中世

１８ 池iu綜剛連動跡師 平蜜～018

1９ 高田町遡跡師 占域～ＷＺ

２０ 池ノ上 00Ｊ代・中世

絃加:靴尚碑 iI:卯

２２ 畑ノ胤占噛師 tＷＩ

３ ジブラ馴埴 UI1

４ 羽山遮跡1Ｗ

５ 吐息遡跡耐 称'1;～Ufi代

６ 』上島Ｉｉ伯蛎師 OII

７ 熊本I次週跡 祢牝

８ 浦ﾉ雌占峨附 古峨

９ 商ノ雌古j、叶峨 EOi頃

０ 柿腺遮268V 縄文～中世

３１ 梓隙寓ノ蝋胸好 OIO

3Ｚ 紐塚週跡Br 外,&・占埴

3３ 漣、遡跡 弥生

3４ 本妙寺BｍＷ ､師 占喰

3５ 本妙､¥AnglM､卿 60j堀

3６ 此芹五伯塔・‘k蛎刷 中世

3７ JWf城跡 OIO

3８ ﾉ芹城跡縦疋地 ０１，

3９ ｊ打１W 弥仙

4０ 本妙釧上 ‘Dijn～中11ｔ

４１ I1qIE1L城跡 '18世

４２ 枚的 弥生

4３ 的倒国･恥Ⅱ園｡､仙腫EＯ 江Ｉ

４４ 鬼塚さん占喰 01J塙

4５ 石神単 祢生～平安

4６ 千原f3逓閥師 珂文～平安

4７ 迎川 聞文～平安

８
９
４
４

造矢塚

黛本域跳唖跡師

中If1

EOi頃～近世１４９抑
一
ｍ 熊本域跡

l■ご凸全｡＝皿▲
賊
一 ～近世

ilu

５１ [11纏川刑郎邸

５２ 腺欄１１０学校校庇 体’ ～平安

5３ 新町B'約跡・応閲IOIl帥 illq

５４ 〆駈 称’ ～平安

５５ Oj駁御川脆 縄文～中世

5６ 斬馬柵遼勝 BUi堀～平安

５７ 斬賜佃週跡 B1Ⅱ世

5８ 占帖牝院飴 近

弱
一
ｍ 花岡111陀暇坪綿地 酬諭

６１ 古河､ﾔ１日六m goiln

6２ 横Ｆ町､W院師 近仙

6３ 顧肘砺跡 近賦

６４ 舶叫町 弥'

6５ 妙ＡＷ鯛川黛ZR刷腔び門 iＷ

６６
妙１Ｗ鞭顛川求剛地

曙川家杵挫け妙1Ｗ＃肋

、

、

６７ 花幽山.JjIllI』師践nV IIi代

6８ 概峨町・幅】:ﾛ、P殿、 逓枇

6９ 古町(１１１廃人町） 弥牲～剛諭

7０ 山曲蔀院（釧岬） j[〆

７１ 北岡神社蝿IAIUpj堀 rQi城

7Ｚ 光明､¥時 逓世

7３ 浄捌謙跡 8$､職

７４ 池田111伏埠逓跡廓 捧俄・古城

7５ 山伏塚 010世
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－９～１０－

Sﾐﾐﾐ§

″

＃
聯
脚
雌
鳴

率
諦

週2純§ 週跡の蹄代

西没毎劃肢 古代

２
’
３ 円尚寺忠蔑

古代・ﾛ１１世

４ 円台寺五翰塔群 中世

５ 生野 縄文

６ 臼竜調

７ 円台鞭 縄文～DII世

８ Iｴ１台寺跡廃寺跡 010世

０

声
IzI台寺崎鵬仏群

ヱ
UII

河駅立 縄文・弥

２ ヲスギ 縄文・弥蝋

３ 木靭 縄文～古代

４

５

ロ …
i卿追Ａ

中世

脚文

６ 茶山 縄文～古代

７ I迩足Ｂ 弥笠・縄文

８ 向山古城 古M１

９ ｕＩｍ血 縄文～中世

２０

Ｚ】

２２

に …
出羽宝椀印塔

平野

ー
中世

弥生～古唄

２３ 平野五値塔削 0１

２４ 荻迫 縄文・他

２５ 四ツ鰹古噸群 古耽

２５

２７

２８

F面雨雨硫両詞
益遡江塚古城

鬼のかま古斌

近代

古堀

古蛎

２９ 肌仏是 古代・OII

３０ 籾蹄堰記碑 ﾛID

３１ 山海強 縄文

３Ｚ 万楽寺風曝 縄文

３３

３４

帝
伝寵乎木寂心腿

Ⅱ緬器・飼文

01h世

３５ 吐誼鱈井横穴群 古嫡

３６ 』箇血Ⅲ碇迩時唾 弾～中世

３７ 罵平域跡 中世

３８ 万豪醗蟹碑 小仙

３９

抑
一
抑

Ｆ忘霊扇一
万峯寺IMn遡睦

万楽寺出口遼跡

010蝋

器蒜
４２ 土哩r、畦 同文

櫓
一
例

妙兜通称睡

今館横穴群

縄文・中世
一

古唄

･8５ 砥1W六坦型E唖碑 '''1ｆｔ

４６ 水詫壷瞳 近世

４７ 押日逝跡 縄文

４８

４９

両而二季宕爾一
欄111古刷

０１０世

古城

５０ 東凹寺城山概跡 ﾛ1１

５１ 立弧瀞蝋職仏 IIB隙

５２ 也門 縄～中世

５３ 薬輝堂甑碑 ﾛ1１

５４ 鹿町召 縄～I1U世

弱
一
死 稲畑地壁甑碑

縄文・弥生
－

０１ｶ世

師
一
鉛

脚平横穴厩

が水域跡

古ｉｎ

中世1５８鉛
一
弱

｜が水域跡’
一

ﾄ総誌一
｜中世

６０

６】

Ｆ石室冒詞
叫堀

中世

縄文

ＧＺ

Ｇ３

｜麺醒邸’
瑠避帝跡

縄～中世

中世

唖
一
唖 エユ０．Ｆ耳5Ｆ3万ＴｒＰ詞1宅迅厚千 中世

週跡

吊り
逝跡禍 逝跡の時代

６６ 松jdlUIIfi六廓 古刷

６７ 小薙山迩跡豚 阿文～中世

６８ IﾘI惚向蹴脳地 明治

６０ 柚古圃 中世

７０
－

７１ 花の水割商蛍極碑

中世

中世

７２ 一町煽古M１ 古城

７３

７４

剛川遼跡鮮

六厘畑帆穴群
…
古埴

７５ 四方帝 縄文

７０ 伯ノホ 縄文・古堀

７７

７８

７０

Ｆ三〒扇而諒司
lI1IlI蹴跡群

皿世横穴群

古塊

古代

古刷

８０

８１

壷
鈎煩hQi堀穆幕地

近世

古墳

８２ 、〃欄穴廓 古城

８３

８．１

Ｆ忘罰碗戸
域~翻損六冊

弾生･古晩

古填

８５ 班下B師尽廓 古堀



２調査日,篭抄

花岡111．ﾉjHllI遺跡群発掘綱査ロ‘雄

2005年（､ド成１７年）

１．２１～１．２５表土剥ぎ

1.26表｣剥ぎ後の環境整備

1.274級基準点設置及びメッシュ杭設置

1.28～１．３１週柵検出予備掘削

2.1～２．３雪のため調査休止

2.4～２．２５１区辿櫛検出及び遺柵棚削、実測

2.26～３．２１区、４区遺柵検出、遺構掘削、遺構

実測

3.3～３．４降雨のため調査中止

3.7～３．９１区遺櫛検出及び遺構掘削、遺柵災測

3.10～３．１１３区炎土剥ぎ

3.12～３．１７１区遺構掘i‘iIl、遺構実測

３．１８１区、５区辿構掘削及び遺櫛火測

3.18～３．１９１区、５区遺柵掘削及び遺構火測

3.22～３．２８降雨のため作業中止

3.29～３．３１遺柵実測

5.166区表土剥ぎ

5.17表二|剥ぎ

5.19～６．２７６区,淵査

6.28～７．１埋め灰し

7.5～７．１４調査ﾘｉ務所で図而整即

7.15調在終r、撤収

（柵佳克）

新馬借遺跡発掘調代日誌

2004年（､12成１６年）

5.30～６．２表土剥ぎ開始

6.5～６．２１遺榊検出及び棚削、遺柵実測

6.22一新小学校３年生体験発掘

6.23～６．２７降雨のため作業中止

6.28～６．２９遺柵検出、棚|‘iIl、実測

6.30調在終了、撤収

（坂口韮太郎）

北烏遺跡昨発掘網代日誌

2006年（､12成１８年）

6.15調在ﾘ務所投慨

6.16調査機材搬入

6.19～６．３０表士剥ぎ

7.10～７．１１表土剥ぎ後のI淵査環境幣備

7.1211童遺構検出

7.13～７．１４調査区南側棚|くげ

7.181区掘下げ

7.19～７．２１降雨のため作業中止

7.24～７．３１１区掘下げ

8.1～8.111区掘下げ、遺構検出も実施

８１４～８．１８調査休止

8.21～８．２２表土剥ぎ

8.23～８．３１１区３層掘下げ

9.1～４１区南側３層掘下げ、遺柵実測

9.5～６降雨のため,澗査中Ｉ上

9.7～９．１５１区遺柵検出、捌査

9.19～９．２８１区遺柵検出、遺柵調在

１０．５１区遺橘調査

１０．６～10.10遺構実測

１０．１１～10.12空撒のための準備、遺構実測

１０．１３１区空撮

10.16～10.20作業休止

10.23～10.25Ⅱ．Ⅲ区表土剥ぎ

10.30～10.31表土剥ぎ後の環境整備、４級｣,馴哩

点測18t及びメッシュ杭股置

11.1～１１．７遺構検川及び調介

11.8～１１．１３Ⅱ区遺柵検出

11.15～11.30Ⅱ区遺構検川・調査・爽測

12.1Ⅱ低辿柵調査・火測

12.4～12.27Ⅱ．Ⅲ区遺構掘削・実ｉｌＩＩｌ

12.28仕堺納め

2008年（平成２０年）

1.4～１．１２週櫛掘削及び実測

1.15～1.23実測・洲帰

1.24空撮

1.25～１．２８実測図幣理

1.29調査終ｒ、撤収

（今村和徳）

万楽寺出I-I辿跡発掘‘淵俺日誌

2007年（平成１９年）

5.23～５．２４炎土剥ぎ

5.25～５５．２８表土剥ぎ後の環境整備

5.29～６．１２遺構検川及び遺柵掘削

6.13～６．１５降雨のため作業休止

6.18～６．２５遺構検川及び遺柵実測

6.26災土剥ぎ

6.28遺構実i1111

7.3～７．２７取り上げ上洗浄、遺構検出・掘i‘iIl・

実測

8.3現地説lﾘl会のための環境盤術

8.4現地説明会

8.6取り上げt洗浄、遺構検出・掘削・実測

8.13～８．２０取り上げ上洗浄、遺櫛検出・掘i'ilI・

実測

8.27～８２９遺構調従股び清州

8.30空撮

8.31遺構調代

9.3～９．４拡張部表上剥ぎ

9.5～９．２７週柵検出及び調在、実測

9.300淵査|犬北側、鉄道・運輸機柵へ引き渡し

１０．２～年末まで、一時Ｉ淵査休止期間を挟む

2008年（平成２０年）

1.7ｉ洲脊再|＃１

１．８～１．１６辿柵掘削及び実測

1.17,淵査終了

（坂1-1韮太郎）

－１１－



第３章各遺跡の報告

ｌ花岡111.万日111遺跡群

（１）遺跡の立地と地形、既従の調査

熊本市横手２丁目に所在する。当該地の地形は、花岡lll・万日山の丘陵部及び白川・井芹川右岸に形成さ

れた緩扇状地上に立地する。ル14成１８年に同事業により横手３丁目1183-3に所在する旅館「花岡荘」敷地内

で、智照院細川家蕊所の発捌鯛査が熊本市教育委員会により実施されている。その際、墓所調盃に先行し平

成１８年１月１８日に県文化課において蝋地内における埋蔵文化財の確認調査を実施し、近世墓範囲以外の用

地内に６簡所のトレンチを設定、掘削し、埋蔵文化財の有無を確認した。その結果、当該用地においては埋

蔵文化財の広がりはないと確縄し、鉄道・運輸機機あて通卸している。

今回の発掘調査地は、智照院細川家基所を挟み南側にｌ区から５区を、北側に６区を設定し調査が実施さ

れている。南側調在区のすぐ南には、花岡山から東へ張り川しＪＲ鹿児島本線により丘陵を切断された北岡Ｉｆ

陵がＪＲ線を挟み存征する。

ｉ淵査はｌ区、６ばで遺構を確認し、捌査を実施している。２区から５区は表土を剥いだ後、遺柵検出等を

災施したが調査の対象となる遺構等が残っていないことが判明したため、確認作業が終了した段階で調在を

終えている。よって、ここで報告する捌査区はｌ区、６区のみである。

（２）遺柵行説

１１又（Fig.6）

本調査区は、２ばから５区同様に多数の撹乱により遺柵が影響を受けており、検出できた辿柵はわずかで

ある。

柵SDOO1（Fig.7）0洲査区の北辺で検出した遺柵。遺櫛自体は北側へ延びるが調査は実施していない。検出

全長7.48ｍ、最大幅1.12ｍ、遺構深度はＡ,A'lNlで20.3ｃｍを測る。掘り方は上端と下端間に開きがないこと

からほぼ垂直に近い状態で掘削されている。下端はやや不安定で一定しない。埋土中に近世陶磁器をわずか

に含むため、遺構の年代は近世と考えられる。出土遺物は微小片のため図示していないが、肥前系磁器の椀、

ⅢＩ類を含む。

洲SDOO2（Fig7）lilll査区の南西側で検出した辿柵。満SDOO3とほぼ重なるため、辿柵認定に慎重にならざ

るを得ないが、溝SDOO2は洲SDOO3の掘り直し遺構であると考えられる。また、満SDOO2についても、軸

を同じくして途中で掘削深度が深くなる部分があることから、再度の掘り直し、もしくは追加掘削があった

ことが窺える。遺柵主軸はN-30o-Wを測る。辿構規模は全長8.21ｍ、最大幅８５ｃｍである。埋土中には小

磯や近世陶器､磁器片が少城含まれていたが図示するまではない遺物である。陶器､磁器は肥前系の小椀､椀、

Ⅲ1類であると見られるが、llli1部片のみの出土であるため詳細は不Iﾘlo

ilWSDOO3（Fig.7）洲SDOO2とほぼ亜なり検出した遺櫛。満SDOO3が先に捌削されのちに溝SDOO2が捌削

されている。（A-A.）埋土は単屑である。遺構規模は全艮７ｍ、最大柵は不明。埋土中にはSDOO2同様に、近

世陶器、磁器片と小磯を含む。陶器・磁器は小破片であり、図示していない。

その他辿柵（Fig.６参照）個別に報告した以外に柱穴、上坑状遺椛がある。柱穴群は調査区のほぼ中央部に集

I|'し確認したが、辿物等遺柵としての縄定はできなかった。また、土坑状辿構は出土遺物がないため時期を

判断することができないが、埋土の状態から近１１tから近代に掘削されたものと考えられる。

６区（Fig.8）

本調商区のみ智照院細川家墓所を挟み北側に位世する捌査区である。調査区はＪＲ沿線に沿い西側に位iiviす

る。本訓在区もこれまでの捌在区同棟に多数の撹乱が洲fr区の大半を占めており、調在の対象となる遺柵と

偲定できたものはわずかであった。

道路状遺柵SFOOl（Fig8）明確な掘削を確認したものではないが、土質の硬さの巡いから掘り方と認定し

熊本T1j絃fl盗側会1Ｗ鮒院梱川家鼎ｎｉＪ花岡山・〃llllI遺跡群期１次測査Ⅸ発掘劉斑慨I0j灘熊本巾数奇菱Ll会２００８
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Fig.４花岡山･万日山遺跡群、新馬借遺跡周辺遺跡分布図（S=1/５，０００）
－１３－
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た調代背の意見を基に図示している。（A,A'）（ＢＢ'）遺柵の大半は調査区外にあたるが､調査区の角に「L'御

状に砿化した而を砿隠した。本調術lX南側は、」J雌も細川家菩提寺である妙解寺参適入りI｣に面し、近代に

路盤改良される前までの道蹄而を残しているものと考えられる。出士道物は少なく、図示できるものはない。

その他の遺柵調盗区内は撹乱が多数を占めているため遺櫛とI協定できるものは少ない。あきらかに撹乱と

違う胎土を有し掘り方が明確に確磁できる柱穴を遺構とし図示した。しかし、それら柱穴は建物等を構成す

るものではないため、全体間の中で示している。

（３）まとめ

今Ｍ発掘調査を実施した花岡山・ノァ日111遺跡聯は、花岡111の雌に位1冊し、妙解寺に隣接する地域上に位Ｉｉｆｉ

する近世の遺跡であることが調査の結果から確認された。調査l)<内は近現代までの多数の撹乱が入り、その

埋士から出土する遺物も近世の陶器・磁器ですべて小破片であった。図化した遺物の巾には、土師小IⅢで糸

切り底を呈する遺物を完形で３点脈認した。見込みに油淵まりを残し、１１縁部に灯心痕と油煉を蛾す。川途

はこれらの痕跡から灯明皿として川いられていたことが窺える。

このことから､近世段階では町屋の一部が当該調査地にかかってきていたものと考えることができる。また、

６区で確認した道路状遺柵は、ＪＲ線から妙解寺へIMIがる部分は妙解寺参道として整備され、その後現在の道

路へと引き継がれてきたものと考えられる。
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２新馬借遺跡

（１）遺跡の立地と地形、既従の調代

熊本市新町三丁目に所在する遺跡。当該地の地形は、東に位世する熊本城が築かれる茶臼111方面から緩い
２

斜面地上に位iiw(し、標高約１０ｍに所在する。遺跡の存在は、熊本市立一新小学校建て替えに伴うｴﾘ『の際

に須恵器が採集されたのをきっかけとして、古代から''１世にかけての埋蔵文化財包蔵地として知られること

となった。今回調査を実施した地区は、周知されている遺跡の範囲南端からＪＲ鹿児島本線沿いに熊本駅方

向に下った南側に位Iiw(する。新幹線建設ﾘＩ業により予備調査を実施した結果、遺跡の存ｲｌｉを確偲し、その結

果を元に熊本市教育委員会と協議し、新脇借遺跡の範1Mを南側へ対処することとなった。

（２）辿柵各説

柵列SAOO1（Fig.１０）方形掘り方３基からなる遺構。周辺に顛似し並列する遺構がないことから、柵列とし

て報告する。しかし、周辺に撹乱が多いため消滅している可能性もある。１基あたり６０cmから７０〔､の規模

を有する。柱穴間はＰｌ、Ｐ２間が1.6ｍ、Ｐ２、Ｐ３間が2.1ｍと一定しない。主軸はＮ,43｡‐Ｗを測る。

満SDOO1（Fig.9）木遣柵は次に述べる道路状遺構SFOOlと同一遺構と考えられる。遺構掘り込み面が同
一であること、主軸が同一であること、検出時の上部に磯っていた士が同じであったことを勘案し、道路状

遺構の側溝的存在として掘削されていたものと見られる。

道路状遺構SFOO1（Fig.9）調査区南端に沿い検出した遺構。検出災374ｍ、幅は調査区外へ延びているた

め全長は不明だが、検出長は平均７０cmを測る。前面に硬化而が見られ、断面を観察すると砂粒を多く含む

肘が幾亜にも見られる。掘り方はIﾘl確ではないがわずかに窪む。埋上には近世陶器・磁器片がわずかに含ま

れる。硬化而が広がる方向には現征は道路はないが、妙解寺方向へ入る道があったものと考えられる。

その他の遺柵（Fig.9）井戸SEOOl、SEOO2、SEOO3と３基を確認した。いずれも割石を円形に積み枠を形

成している。綱査時に近世以降のﾉ1:戸であるとして内部の掘WIlは実施されていない。

（３）まとめ

新馬借遺跡は当初確認された際に、須恵器が出土していたため古代の遺跡として知られていたが、今回の

発掘調査で近世の遺椛も残存していることが確偲された。遺跡周辺は、現住も生活面として利用されている

ため近世以降の撹乱も多数入り、遺構の残存が非常に悪い。そのため検出した遺構は、花岡111.万日山遺跡

僻調査ｌ区、６区と同じ様相で検出されるが、遺構の広がり聯は分からない部分が多かった。

調査区南端で検出した道路状遺構SFOOlは花岡山・万日山遺跡群６区で検出した道諮状遺構と時期や東

西に広がること等が似ていることから、背後地にあたる花岡111山麓方而へ繋がる道路であったことが窺える。

２熊本iIj戦奇委仙会「新叫W1過跡」L・雛本市中央南地隠文化財調従報告謎1熊本｢↑j猟f権似会１９７８
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３北脇遺跡群

（１）遺跡の概要

北島遺跡は、丘陵上､I〔坦面に位IiviするＩ区から南側緩斜milzに位置する11区、緩斜1mから低地に接するⅢ

区からなる。束からなる丘陵の先端部にあたるが、県道、ＪＲ鹿児島本線群により尾根を切断しているため独
３

ｔ丘陵の棟柑を呈している。中世には｣上烏城が築かれていたとされるが、現在はド'1社が残るのみである。

（２）遺柵各説

【ｌ区】（Fig.13）

今回調査を実施した捌査区のなかで股も高所に位世する地区である。周|川の水田面との比高差は約２０ｍを

測る。調在liiiは２面を対象とし、３１Ｗを遺物包含肘として４肘上面で中世期の遺拙を、４屑を包命肘として

５屑上而を占代の遺榊検出面と判断し調査を実施している。

４１W上Ⅲi検出遺椛（011世）

満SDOO1（Fig.13）辿柵の一方が‘淵在区西側から延び途中で終わる。検川した平1mは北側に一段史に落ち、

あたかも洲が切り合っている状況を!iＩする。蝦imにおける断1m観察結果から、同一辿柵と判断した。検出長

は11.3ｍ、雌大幅2.3ｍを測る。

満SDOO2･SDOO3(Fig.13）遺柵のあり方としてはSDOOlとllilじである。掘り方の一方が調査区Iﾘﾘ側に延び、

調査を実施した遺構。SDOO2がSDOO3の上から棚り込む。遺構埋土中からは遺物は川｣ﾆしていない。遺構

規模はSDOO2が検出陸13.3ｍ、SDOO3が検出腿８４ｍを測る。

柵SDOO4（Figl3）調介低北側で段落ちの範IlMで検出した辿柵。全僅23.9ｍ、娘人州0.8ｍ、主軸はＮ，

８５｡．Ｅを測る。埋土巾からの遺物の川士はない。

撫立柱巡物SBOO1（Fig.14）調査で''１世面と判断されるレベルで検出された辿椛。２１Al×２間で、柱穴間が

０８５ｍ～1.35ｍを測る。柱穴掘り方はほぼ同レベルで揃うが、柱痕等は確磁されていない。

掘立柱建物SBOO2（Fig.14）中世耐で検出した遺構。ｌ間×２間で検出されたｃ規桃は柱穴間が1.45ｍ～

1.7ｍ、主軸Ｎ,80.-Ｅを測る。柱穴からの遺物の出土はない。

掘立柱辿物SBOO3（Fig.15）調査区l#j端で検出された遺椛。桃ﾘの一部がI淵査区外に出る。現状での規模は

SBOO2同様にｌ間×２１H1である。桃穴間は1.5ｍ～２１ｍ、主軸Ｎ､26.-Ｅを測る。

掘立柱述物SBOO4（Fig.15）古代（４肘上面）で検出した辿柵。調査区の北Ⅲ11に位慨し｝訓用には他の遺構は

希薄である。遺構西側に小柱穴が見られるがド端の状態からして樹痕である可能性が刑い°調査11#に本遺構

にもこのうち１基の小柱穴が掘立柱状に検出されているが、縦珊段階では|‘１－遺構である可能性は低いと判

断し掘立柱述物SBOO4報告からは外している。桃穴は検出時点から深度は浅く、本来の掘削面はより商いレ

ベルからの棚りこみがあったものと嫁えられる。辿柵下端はﾒLみを帯び桃恥呼確認できないが、深喚が一定

していることから同一遺柵として掘削された可能性は高いｃ

撫立柱建物SBOO5（Fig.16）SBOO4の南に位慨し綱査区のほぼ11'央で検11Ｉした遺構。１粁×２軒の捌立柱建

物であり、SBOO4同様に遺構基底部しか残っていない。周囲に辿構が少ないことから大幅な削平を受けてい

るものと見られる。遺柵内には柱座等の施設は残されていない。遺構埋上からの遺物の剛士はない。

５層上面検出遺樹（古代）

騨穴建物SIOO2・SIOO3（Fig.17）‘淵従区北側で検川した遺椛。遺構規模はSIOO2が３６ｍ×3.2ｍの方形で

iそ紬Ｎ-37.5..Ｅを測る。北西隅にベッド状遺柵を配し南辺に１段ステップを有する。週NIi内に撹乱が入るた

め柱穴がすべて残っていないことから２本柱建物、４本柱建物かは確認できていない。

SIOO3はSIOO2下から検出されている。北辺の規模は3.0ｍで束ＩＩＩｉ方向の規横は不明。測iIllはN-48o-Eを測る。

柱穴その他の遺構は検川されていない。いずれも辿物の出土はない。

騨穴建物SIOO4・SIOO5（Fig.18）蝿穴建物SIOO2の東側で検出した遺柵。２軒の竪穴辿物が主軸をほぼ同

じくして検出している。SIOO4は西側に作り付けカマドがあった痕跡をfWめる。柱穴は４本柱で検出されて

３熊本市ｒ断熊ﾉＭｊ史-1史料糊朔１巻好古資料Ｗi熊本01i史繍鹿委ｕ会
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Fig.１１北脇遺跡群周辺辿跡分佃叉Ｉ（S=l/5‘０００）
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おり、建てⅡ'〔しを示す柱穴も４本検出されている。ドけくの規模、埋土からも柱穴の組み合わせは確認できて

いない。カマド周辺には袖部を柵粟していたと見られる白色粘土塊が災I|Iして検出されているが、全体形を

示す部位は川上していない。カマド掘り方は桁円形に掘り込まれている。遺柵規模は竪穴述物埋土からＡ-A‘

間が3.45ｍで直交し、3.15ｍを測る。

SIOO5はSIOO4と主軸をliilじくし、遺構のｌ/３を切られ検出した。作り付けカマドは切り合いにより所在し

ていたかどうかも不明である。桃穴は東側壁に寄り２本検出されていることから４本柱であったと見られる。

埋士中からの出土遺物はない。

竪穴迎物SIOO6・SIO1１（Fig.19）平面長方形を鼎する遺構。SIOO6がSIOllを切り検出した。SIOO6は規模

が3.9ｍ×2.65ｍ､主軸がＮ､43..Ｗを測る。柱穴は４本柱と見られるが､北西隅のみは撹乱により消滅する。

硬化面等はiii認されていない。

SIOllの規模は3.6ｍ×３．２，，１：IliHIはＮ-54°-Ｗを測る。柱穴は２水柱で、北西隅にＬ'す:状にベッド状遺柵

を配する。蝿土中からの出士遺物はない。

竪穴巡物SIOO7～SIOlO、SIOl2（Fig.20）４軒からなる切り合いを呈し検出した。切り合いの順は古いほ

うからＳＩＯｌＯ→SIOO9、ＳＩＯｌ２→SIOO8→SIOO7となる。

SIOO7は切り合いの最上位に位脱する。平面が長方形を呈する。規模は３９ｍ×３．２５，，１ilI1lIはＮ－４３５ｏ－Ｅ

を測る。４本桃で中央に浅く細り鎌めた炉を有する。遺柵下端には刷洲を巡らす。

SIOO8は南西の隅をSIOO7により切られる。平1m形は同じで規模も4.25ｍ×3.0ｍとほぼl‘iI規模でありキミ軸

がＮ-835..Ｅを測る。柱穴は４水柱で炉などは検川されていない。

SIOO9はSIOO8に切られ、ＳｌＯｌＯを切り検出している。さらに北側をSIOO4により切られ全体而械の約半分

しか存在していない。柱穴は北11{i側に１本確認しているため本来は４本柱であると考えられる。炉、硬化面

等は確磁していない。規模は３９５ｍ×3.25ｍ、主ｌＩｉＩｌＩはN-90o-Wを測る。

SIOlOはSIOO9により切られる。方形で切り合いにより規模、主軸方向はは不明。柱穴は４水柱からなるが

炉等は検出されていない。

SIOl2はSIOO8により切られているため、最も古い辿櫛である。遺柵は４水柱で南側辺にベッド状遺構を配

する。硬化1mは確認されていない。

竪穴建物SIO１３．SIO１４．SIOl6・SIO1７（Fig21）４IIilFの切り合いを１，Ｉする。SIO17が雌も,Iiく、SIOl3が

最上位を占める。切り合い関係は古いものからSIOl7→SIOl6→SIOl4→SIOl3となる。

SIOl3は方形を呈するが、東側隅が丸みを帯びやや領な感じを受ける。柱穴は４本柱からなるが、南東隅の

み撹乱により消滅する。埋土【'1からの出土遺物はない。

SIOl4は,I2im形が長方形を呈する。柱穴は四隅に近い珊所に４本の柱配する。硬化面、炉群は砿認されてい

ない。埋l:''１からの遺物の11Ｈｚはない。

SIOl7は長方形を呈するが、新しい時期の竪穴建物辿柵が砿複し断片的に残るのみである。Ｉ櫛蝋隅にベッド

状遺構がＬ字状に残るのが見て取れる。柱穴等は確縄されていない。

竪穴建物SIOl5・SIO1６（Fig22）調侮区西側に広がる状態で検出した辿枇。２基とも調査低外へ遺構上端が

延びる。SIOl5は方形を呈し、東側隅に２本の柱をｲjすることから４水柱巡物と見られる。東側辺は2.3ｍ、

全体規模は不明である。やや小ぶりな竪穴建物である。

SIOl6は四隅近くに３本の柱穴が残ることから４本桃を有する遺榊と見られる。炉、硬化Ⅶ群は確認されて

いない。東側辺は２８ｍ、主軸方Ihlは3.55ｍ以止を測る。碓軸はＮ,71.5.Ｅを測る。

竪穴地物SIO１８．s1０１９（Fig.22）1淵査区南側で検川した遺榊。本調盗区では雌も南側での哩穴進物の検出と

なる。SlOl8は長方形を呈し、内部にＬ字状のベッド状遺構を配する。柱穴は２本であるが、炉等その他の

遺構は、１１１心部に後世の土坑が棚り込まれているため不明。規模は4.3ｍ×２９ｍ、主軸はＮ､73..Ｗを測る。

埋士中からの遺物の出土はない。

SIOl9は、棚り方の一部が調在ば外に延び検出している遺構。遺椛内部には北西隅にベッド状辿柵をＬ字状

に配する。桃穴は確認されていない。埋土中からの辿物の出土はない。令体規模は不明であるが､主軸は残っ

－２５－
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ている範囲でIil洲するとＮ-52..ＥをiIIlる。

蜜棺STOOl（Fig.23）調査区南側に位慨し検出した製械蝋。上部を大きく棚I1iIlされているため上製の火､'２と

下裂の、縁部を半分程度欠損する。ｋ饗（４）は小型弧を綴とし、下蜜｢l縁と併せ1-1に被せる。

掘り方は饗械が入る大きさで素捌りし、埋納角度が46.5.で畷する。掘り方に段をｲ丁するかは不lﾘ1．

喪柏STOO2（Fig23）STOOlよりも残存度が低く、下劉の､|§分のみ残る。盤る部位から中型の喪と兇られる。

掘り方は業捌りで段は残らない。弧哩納角度等は不明。

蜜柁STOO3（Fig.23）STOO2とliil様に削平が大きいため、辿椛の残存度は想い。ｌ器は薄く表1mが剥離し、

残りが非常に悠いため図示していない。饗形土器の下盤の底部付近がわずかに残る。遺構掘り方は段をイル、

上饗が段上に来るようにあたると兄られる°下端付近は樹漉による撹乱が入り、一部乱れる。

【２区】（Fig.24）

Ｉ区からI櫛に向かう緩斜而上に位liv(し、現在の道路Ⅲより上位に位満する。辿柵検出面はｌ而で、辿物包

含屑は残らない。遺構の時期は2101に及ぶ。

溝SDOOl・SDOO2（Fig24）捌炎|><北側に位置し検lⅡした遺構。検出1mは浅く、現代の表上を剥いだ後に

鎧上面の遺櫛として検出した。綱在した遺構で一辺が１０５ｍを測り、南辺でほぼ114〔角に曲がり、，淵代区外へ

と延びる。断､iは逆台形で遺物等は含まない。SDOO2もSDOOlに切られ検出した遺構。ほぼlril時期の辿構

と見られ、束側ｔ端を切られる状態で確磁している。遺柵は途中でSDOOlにより咽なり消滅する。断1mは逆

台形で埋tllIには遺物は含まない。

満SDOO3（Fig24）先に記した洲とは違い、段落ちとも思わせる様相を呈している。検出した|端は浅く

上端直下には、途中途切れるが１条の櫛が存在するｃ断IIIiは逆台形を呈し、即lZIl1からの遺物のIiIlzはない。

SDOOl・SDOO2とほぼ平行にして掘削されていることからI‘jl時期の遺構と考えられる。

竪穴建物SIOOl～SIOO3（Fig.25）‘測在区のほぼ中央に位IiWし３軒切り合う辿柵。切り合い関係はSIOO3→

SIOO2→SIOOlの関係となろう。SIOO2、SIOO3は直接切り合い関係はないが、雌終切り合いのＳｌＯＯｌｉ軸

がSIOO2とlI1lIiillとなることから、【Iiい地物軸を踏襲し伽iliIlしたものと考えられる。規模はSIOO3は峨蝋でき

た辺で一辺２９ｍ、SIOO2は2.95ｍ、復原平面形は砿方形、SlOOlは主軸をN-79o-Wとほぼ束ｉＩＩｉにおき、主

軸長（長辺）4.1ｍ､短軸３２２ｍとWii形が長方形を呈する。いずれの竪穴述物もｉｉ柱穴は検出されておらず、

柱数は確趨できていない。埋士中からの出土遺物はない。

土坑SKOO1（Fig26）長方形の柵り方を有する遺櫛。全災（A,A'）１３２ｍ、州は111心の直交する位慨で６７ｃｍ

を測るｃ遺柵のほぼ巾心部から白磁l;縁椀（５）が１点Ⅲ|:している。また、雌|:''1から白磁合〕令（８）が

出土している。上屑断而等の記録は砿されていないため、水柚を有していたかは分からないが、川|:遺物か

ら墓であるＩ'1能性もある。
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【３１X】（Fig.28）

今回調査を火施した調査区のなかで、雌も南に位間するliMl査区で標高も殿も低い。辿柵は全体に広がり検

出したが、川｣Z遺物はほとんどなく遺構の時期を判断する材料がない◎検11Ｉした遺柵は、すべて７肘上1mで

の検出である。

洲SDOO1･SDOO2遺構掘iliIl方向がほぼ南北にあたり､浅い棚り込みを有する｡埋土巾からの出土遺物はない。

洲SDOO3遺柵はほぼ東西にｌＩｉＩｌ１を置き、棚lliIlされる。上端ド端とも深血が浅く、埋上もSDOO5上胴の上と

顛似すること、南側上端線がほぼ重なることからSDOO5の蝿上、上屑にあたる可能性もある。

洲SDOO5調侮区のなかで雌も広い面煎を占めるのが満SDOO5である。i淵査区北側でＬ字状に曲がり、浅

く広がり蛇行する。遺構は捌査区外に向かい深くなる。

聯穴建物SIOO1・SIO０２週柵中央で検出した竪穴遺椛。I淵査時の記録、図面からもｌ区で検出している竪

穴建物と同じとは判断できないことから、側別での説明は行く。

その他の遺柵上坑、柱穴遺柵が多数検出されている。掘り込み面は満と同様の面であるが、掘立柱述物等

を柵成するものではないため、個別での図示は省く。

（３）まとめ

今回の調在'五で時期を判断できたのはｌ区、２区の一部であった。１区は、Fig.２７で図示したように古

代の竪穴建物聯と弥生後期の特徴を有する竪穴建物とに分けられる。弥生期の竪穴迎物と判断されるのは、

SIOO2、SIOO3、SIOll、SIOl2、SIO17、SIOl8、SIOl9の７軒である。辿柵の広がりが,淵査区西側にあたり

全体を把握できているものではないが、この時期の竪穴辿物配置状況から、中央に広場を有しているものと

脅えられる。

また、本洲代区で検出した騨穴建物から辿物の出土がないというのも一つの特徴と商えよう。通禰、弥生

後期の竪穴辿物であれば、雑器としての弧、亜類が破片でも出土する場合が多いが、本遺構からの出土は皆

無であった。また、古代の遺櫛と判断した上肘検出の竪穴辿物からも川t遺物がほとんどないことから一つ

の特徴とも見られよう。

ｌ区４届上､iで検出した棚立柱建物、洲奪の遺構は111上遺物が少ないことから時期判断に迷うが、’'１世に

存在していたとされる「北脇城」の一部である可能性もある。しかし、欄棚的に時期を与えるものではない。

鷺
綴

弥生

FIg27北烏遺跡群１Ｋ辿構変進図
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４万楽寺川'二I遺跡

（１）遺跡の血地と地形、既往の調査

万楽寺出1-1遺跡は､金峰山三ノ岳から延びる丘陵上に位置し､丘陵が台地を形成し始める変化点上にあたる。

遺跡は熊本市立熊本博物館の富田紘一氏により､以前から蜜棺が出土する遺跡として報告･周知されていたが、

1994年（平成６年）に県営農村活性化{I：環境盤備珊業に伴い、熊本鼎により隣接する山海道遺跡、太郎迫
４．５

遺跡とともに大胤l模な発掘調査を実施し、報告がなされている。

（２）遺構各脱

竪穴建物SIOO1【細文晩期の竪穴建物】（Fig.31）調査ｌ区の南端、C-6Cridで検出した遺柵。平而形はほぼ

円形で南北に４１ｍ、東西に4.6ｍを測る。検出深度は浅く数センチであった。本竪穴建物に伴う縦穴・炉等

は確認されていない。

竪穴建物SIOO2～SIOO7【古代の竪穴辿物】（Fig.32）調査ｌ区のやや北側、Ｃ－２．３Ｇｒｉｄで検出した掘立柱

建物、調査区''1央のC-4Gridで検出した堅穴辿物の２種、７基が検出されている。

SIOO2は平面形が隆方形で主軸を南北におく。長径2.9ｍ、短径215ｍを測る。本遺構に伴う柱穴・炉等は

確認されていない。SIOO3北辺に作り付け竃の痕跡を残す。主軸は南北におき長径3.3（推定)、知径2.9ｍ

を測る。竃痕跡は壁際にＴ字状に残り、下端付近に楕円形掘り込みを残す。一部に硬化面の広がりが見られ

るが、残りが悪いため全体範囲の把握はできていない。本遺構に伴う柱穴等は確認されていない。SIOO4は、

SIOO2の西側に位慨し、遺構の大半をSIOO2に切られる。確認できる遺柵ラインが西辺のみであり、４２ｍを

測る。発掘調査時点では、SIOO2からSIOO4は３軒の個別遺構として捉えられているが、埋土の土色・土質、

遺構の検出ライン、遺構深度（下端のレベル)、切り合い線等を勘案すると、ｌ辺が約４ｍ四方の１粁の竪穴

建物と見られる。遺柵検出の時点で、埋土の入り具合で個別の遺柵とi渓隠している可能性が商い。出土して

いる遺物SIOO2（1.2)、SIOO4（４～９）からもIiil時期の遺構と見ることができる。

SIOO5は西辺を州かにSIOO2、SIOO3により切られ、更にSIOO6を切り検出した遺椛。遺柵の約２/３を調査

区外に瞬く。検川面穂が少ないため、主軸方向は不明。検出できた南北側の規模ではｌ辺が約３．１ｍを測る。

床面中心部には硬化面が広がるが、全体像は不明。SIOO6はこれまでの遺構に切られ、北東隅がｌ角残るの

みである。床而には硬化1mの広がりが確磁されているが、詳細は不IUlo

SIOO7はSIOO4の西側に位置し､西辺に作り付け竃本体の崩壊した粘土塊の広がりをみることができる。よっ

て東西方向に主軸を有し､東西４２ｍ×南北4.0ｍの遺構と判断される。耐痕跡は粘土の崩落のみで､燃焼面、

掘り方等は確磁されていない。

掘立柱建物SBOO1（Fig.33)２間×３１ﾊlで検出した遺構｡主軸は３１H1の柱が並ぶ長辺側としてＮ,85｡.Eに瞬く。

柱穴間の全長は東西に4.26ｍ南北に4.05ｍを測る。柱穴は基本総柱を形成していると考えられることから

未検出の部分には柱穴推定ラインを点線で示している。検出できたものについては、断而観察の結果から柱

痕を明瞭に確縄している。

道路状過椛SFOO1・SFOO2【近世の道蹄状遺柵】（Fig.30）調査Ｉ区内で道路状遺構を２基検出している。

SFOOlは主軸をＮ-35.5°.Ｗにおき、全腿14.5ｍ、最大幅1.4ｍを測り、ほぼ直線を成している。また、

SFOO2は主軸をＮ,４７°.Ｗにおき、全艮１１９ｍ、最大幅1.3ｍを測るが、調査区の際でやや南に折れる。い

ずれも主軸に大きな差はなく、ほぼ自然地形の落ちに沿った道路状辿柵であることから、大規模なものとな

る可能性は低い。よって、２本の道路状辿柵は村内移動のための里道糊典の道であった可能性が商い。

４熊本雌戦育委仙全抑楽測１口辿跡・山海通過跡Ｊ熊本1A(文化1M脚流測併第１８５典１９９９

５熊本隈牧行委仙金1.,k郎迫過跡・妙兇週跡』熊本県文化1M‘淵侮報皆節１８６典１９９９
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本遺跡で検出したlﾘl砿な遺構は、純文晩期の竪穴辿物、古代の掘立柱建物、騨穴建物、近世の道路状辿拙

であった。しかし、I洲代区から持ちﾙI}られている辿物は縄文晩肌ｔ器が多数を占めている。本遺跡のﾋﾙfを

雌綴するもり,ＬＩﾉ1で台地状で形成される細文晩期,111,11仲1の士が残されていないことから、本辿跡内から川ｋす

る細文期のl器は、大部分が背後の台地上からの流れ込みと見られる。背後地は、県内でも辿跡の而秋、出

七進物の横座等でも有数の遺跡である「太郎迫遺跡（43-01-013)」が存在するため、土地のI＃１謹等による’２

の移動で､11,漁淵査地まで入ってきたものであろう。

，淵査を尖施した場所は、丘陵111段に位慨し、緩やかに南に位Wける西谷川へ蒲ちる地域に〃在する。この

緩やかな緩斜而上に古代の遺椛が残されていることから、当時の村の向きとしては風のあたらない丘陵を背

後におき､川に面する方向を向いていたのではなかろうか｡また､ＩＩｒ代の遺術が検H1された斜Iiii地から川ヘドっ

た範附は脱化まで太郎辿地区の''1心であることから、占代の辿柵はこの呪｛l；の巣落のドに店がっている''1能

性がI闘い。
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５各遺跡の出土遺物

遺物実測図

遺物観察表

花岡山 ● 万日山遺跡群

新馬借遺跡

北島遺跡群

万楽寺遺跡
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石英、長石、雲母

霊母

砂粒

霊母

『劃1８

難|廓,腿|'LiI‘|区|”
法湿ｋ､）

胎土邪Ⅷ請祁

口径ｌ底径|過大開径l蕊存高’外面

6２４．０－１，０樋5YR液

５９４９－１．０松7.5YR7/６

７４４，回’５挺5Ｗw'‘
13.8（7.0〉－３．３浅茂姫7.5YR8/４

１８３１７．２２４ｓ２１．４にぷい批橿10YR7ﾉ３

内面

祖5YR6/７

槌7‘5YR6/７

槌5YR7/６

檀7‘5YR7/６

にぷい黄担10YR773

溌母、赤色酸化肱、長石

砂粒、赤色酸化粒、雲母

侵右、雲母、赤色酸化粒

癖
鍔
癖
鍵
》

小皿

小皿

小皿

高台付皿

火鉢

１
１

１

２

３３４『

４

５

長石、霊母、赤色酸化粒

長石、角閃石､雲母
赤色酸化粒

石英、長石、角閃石
赤色酸化粒、雲母

長石、霊母

４

１

Tab､６新馬借遺跡出土遺物観察表

砂:位、赤色酸化粒、雲測

－６０－

2６ 瓦髄土器火鉢１５‘７

法量(c､）１

底径I最大開径|独存癌’
４４－１．０

色四

饗|I:i9NOlPLN‘ ;罷畠籾別 器稲

癖Ｉ 内面１

にぷい担うSYR7/４

にぷい松75YR7/４

糧5YR6/６

にぷい棚7.5YR7/４

投５YR7/６

榎75YR6/６

糧SYR6/８

澄5YR7/６

檀5YR6/６

灰黄狸10YR6/２

樋SYR6/６

程7‘5YR7/６

浅黄樋10YR8/３

灰白10YR8廻

橿7,5YR6/６

樋5YR7/６

綱sYR7/６

外面

にぷい榎7.5YR7/‘１

にぷい檀7.5YR7/４

長石、赤色酸化粒-1宮飾窯灯明皿５．８Ｉ

1コ

畏石、雲母、赤色酸化粒土師器灯明皿６２ 4.4 0殿Ｚ

長石、赤色酸化粒
砂粒、霊母

柵５YR7だ士師塞灯明皿６４ 1-1

３
１
０
１
０
２
Ｃ
ｓ
ｆ

Ｐ
Ｌ
■
●
０

４
４
４
４
４
４
４
３
３

可

脚

砂位、赤色酸化粒、雲母にぶい燈7.5YR7/４１２土師鵬灯明皿６‘Ｃ (0鵬J１

長石、赤色酸化粒、雲母祖５YR7/６

椴7.5YR6/６

樋7.5YR7/６

栂5YR776

樋5YR6/６

灰棚7.5YR5/２

にぷい但7.5YRが

樋7.5YR7/６

浅災MilOYR8/３

灰白10YR8勉

枇７５YR7/６

松5YR7/８

松SYR7/６

浅鈍槌7.5YR8/４

士厨器灯明皿６．１

Ｊ
２
３
２
２
２
４
３
４
４
Ｄ
Ｊ
４
⑥
９
３
８
９
７
０
１
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
Ｚ
８
小
而

■
Ｐ

砂粒

砂粒、赤色酸化粒、雲母土師器灯明皿５．７６

７３５ 翌母、赤色酸化粒土師器灯明皿６‘３

士師醤焼塩壷５‘６

鯉母、赤色酸化肱、長石土師器小皿５．９●
● 1９

長石、雲母、赤色酸化粒土師器灯明皿６‘２９

Tab､5花岡山・万日山遺跡群出土遺物観察表

員趣１土師器灯明皿６．１IＩ０

長石、雲母、赤色酸化粒土師器灯明皿６．３1．

肌５

樫石、赤色酸化粒土師器小皿６．０1フ ３．９

Iフ

赤色酸化粒、雲母

長石、角閃石、雲母

石英、赤色酸化粒

土師器灯明皿６.Ｃ

ｎ
ｓ
５
３
８
３
７
８
８
８
８
４
０
咽

４
５
５
６
４
４
４
４
３
３
３
４
９
１

Ｉ

1Ｅ

一士飾翠灯明皿７．８

浅黄徴7.5YR8刺

浅黄樋7.5YR8/４

槌sYR7/６

撞5YR7/６

檀2.5YR6/８

樋2.5YR6/８

Ｇ２93瓦の鼠茶

にぶい樋7.5YR7/３

土師器灯明皿（8.211５

１月．

土師器灯明皿８‘２

陶磁器皿１４．９

1『５

土師器灯明皿８．３ 石英堅埋母1７ 1ヨ砿

灯明皿

土師器灯明皿７．８ 黒１０YR2ﾉ. 霊母肥 lフ

長石や石英、雲母
赤色酸化粒

土師器灯明皿８．３ 浅興脳7.5YR8/４

赤色酸化粒

1９

]Ｉ

C-294相思鳥の灰色

赤色酸化粒、小石、角Ⅸ
石

土師器

土師器灯明皿３‘８

8‘１ 浅批祖7,5YR8刈

樋5YR7/６

松5YR7/６

役5YR6/８

樋5YR6/８

Ｃ293瓦の鼠茶

にぷい缶鰐１０YR7/２

別０

土蛎器灯明皿３．６

12E品

琵さ、長石、雲母

石英、長石、赤色酸化粒

1フ

麺

土師質嬢噛害５．２う回

長石、嬢母



糸切し 術ナデ

畑鵬

’蕊備考
外器面 内器面 外底面 内底而

〒－

備考.’

横ナデ

横ナデ

祇ナデ

摩滅の為
調整不明

横ナデ

柵ナデ

欄ナデ

槻ナデ

ル1減の為
加整不明

糸切り

糸切り

ニ
ア

デ
デ
デ
為
明
ナ

ナ
ナ
ナ
獅
寒
謹
拝

横
横
橘
庫
姻
ナ柵

口緑部に油煙付譜

口緑部に油濯付芯
２
３

内底面一部スス付芯

糸切り 口緑部に油涯付芯

検ナデ

横ナデ
ナデ

高台外面に赤彩の痕跡４

脚３ヶ。内部は２in，外面の文槻に－部赤彩の痕あり。内５底面にスス付着
槻ナテ

口縁蝿部に一部スス付着

□縁建部に一部スス付着

隅整

内器面ｌ－外底面
遺物
番号

備考
外器面 内底面

一
テ
ー
ア
一
ア
ヨ
テ
ー
テ
ー
テ
ー
ー
ノ
ー
ア
ー
ナ
ー
テ
ー
ア
ー
ア
ー
テ
ー
ア
ー
ナ
ー
ー
ノ
ー
テ
ー
ナ

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
・
ナ

桶
横
槻
祇
摘
揃
横
横
換
板
猫
祇
繊
樵
憧
槙
横
横

一
ア
一
丁
一
テ
一
テ
一
テ
ー
テ
ー
テ
ヨ
テ
一
ナ
ー
ア
ー
ア
ー
ア
ー
テ
ー
テ
ー
ア
ー
ア
ー
テ
ー
テ

ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ
ナ

槻
枇
帆
欄
横
柵
槻
枇
槻
槻
機
柵
槻
槻
槻
椴
枇
桶

糸切り

糸切り

槻ナデ

棚ナデ後ナテ

口縁蝿部に－部スス付器

１
２
３
４
５
６

口縁端部に一部スス付着

口緑端部に－部スス付器

糸切し 機ナデ後ナデ口縁甥部に一部スス付若

外底面に墨書。口織にスス付鵜

ケズリ出し高台。見込みに梅花文を施す｡見込みの文様の２５
粕花（C163貝の白)、枝に129焦茶色〕

口緑端部に－部スス付着

口緑端部に－部スス付着

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

糸切り

ナデ、面取り後ナ
デ

ナデ、面取り後ナ
デ

回転へラ削り後施
粕

ナデ

一
丁
一
テ
｝
ア
一
ア
一
ア
デ

痔
誇
誇
棒
》
需
号
誇
需

欄
槻
柵
唄
枇
脳

口綴培部に一郭スス付差

－６１－

外底面に墨書。口織にスス付鵜

口禄蝿祁に－部スス付若

７

足部３
ブを舵

８
９
加
Ⅲ
砲
旧
洞
旧
肥
〃
旧
也
加
訓
型
調
池

口録製部に－部スス付着

口縁端部に一部スス付薪

口縁埋部に一部スス付着

口緑蝿部に一部スス付着

2６

桐ナデ

機ナデ

横ナデ

横ナデ

機ナデ後ナデ

険ナデ

横ナデ

ナデ、横ナデ

ナデ、模ナデ

ナデ、指ナデ型成
形による布目痕

ナデ型成形による
布目痕

回転ナデ後施軸

ナデ ケ所も８面体にそれぞれ菊花、流水、木目のスタン
す

棚ナデ

口緑端部に一部スス付着

口緑端部に一部スス付若

口綴端部に一部スス付若

一
丁
一
丁
一
テ

ナ
ナ
ナ

槻
俄
施

口縁靖部に一部スス付濯

横ナテ

口綴蝿部に一郭スス付着

内底面一部スス付鋪

ナデ、面取り後ナ
デ

ナデ、面取り後ナ
デ

回帳ナデ後施袖

ナデ

槻ナデ

ナデ、槻ナデ

ナデ、横ナデ

ナデ、振ナデ型成
形による布目痕

ナデ型成形による
布目痕

回転ナデ後施抽

ナデー糊ナデ



長石、霊母、赤色酸化粒

長石、石英
角閃石、赤色酸化粒

長石、石英
角閃石、雲母

Tab､7北島遺跡群出土遺物観察表

|難|恥随|,L胆|区|蕊|謎1,’

土録器

土師器

土師器

土師器

土師器

縄文土罷

縄文土蕊

縄文土罷

調文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

抑文土器

縄文土器

綱文土器

綱文土器

細文士黙

栂文土器

縄文土器

詞文土蕊

１

杯

色加法迅（qn〕
麺別 卜糖：号

番号｜…ｌ…｜口径｜底径|矧大胴径|製存高

STOO1弥生土器喪（259)＝－１４．４
STOO1弥生±雲蕊棺（26.2）９．１（36.7）４０．６

sTOO』弥生土器蕊棺固ａ&Ｉ翌釧２‘Is
SDOO1土飾器小皿８．２６．９－１．４

■土師器小皿‘３う｡国'３
SDOO1沸磁椀一５．１－４．６

SKOO1Wi白磁台子４．０３．８－１．９

SKOO1白磁椀１５．８６．５－６．０

宵ー磁椀（15.9）（6.2）ー６３

内面

檀75YR6/６

黄糧10YR8/６

明黄褐10YR刀６

明赤掲5YR5/８

種5YR6/８

口35中線灰

鉛灰色

Ｃ１６５立徳粉

外面
一

脳7,5YR6/６
石英、長石
禦母、赤色酸化粒

石英、長石、
赤色該化粒

石英、赤色酸化粒
角閃石、雲母

赤色酸化粒、角閃石、
雲母

鉢

箭梱１０YR8/６

王

８３

２
３
４
５
６
７
８
９

1４

樋７５YR6/６

明赤掲5YR5/８

洩黄樋7.5YR8/４

Ｃ１３５中椋灰

淡灰緑

C164立徳粉

Ｃ１３Ｓ中棉灰

24s１
０
『
畠
『
畠
「
“
『
＆
園
型

長石、角閃石
雲母、赤色酸化粒

赤色酸化粒、袈母

Eｐ 1４

上
上
上
上

層
偏
屈
層

４
４
４
４

合干間白磁

長石建注I閃石、黙蛎１

C135中標灰椀腎磁 【15‘9１

Tab､８万楽寺出口遺跡出土遺物観察表

謂：

｡

【11.61

長石、角閃石、製趨

色調法量（、】
肋

一
一
一
一
Ｆ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
〃
一
一
一
一
一
一
一
一
一

町
伽坤
鍔
１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
Ⅷ
氾
咽
将
応
脂
万
胴
杓
加
刀
璽
塑
型
天

週柵
番号

籾別 器種

底径|最大胴径l残存高

（15.6）（12.7）２０

（135）（82）３，１

（13.8）（8‘O）３．３

（13,5）（9.0）３０

■似2’１ｓ
（15s）（9.8｝３．０

（16.2）－８．０

（23.6）－１０．１

（25.2）－６．３

〈27‘8）－５．８

－－６８

外面

糧5ＹＩＷ６

にぷい捜
7.5YR7/４

種7.5YR7/６

にぷい黄腫
１０YR7/４

にぷい糧
7.5YR7/４

にぷい捜
7,5YR7/６

にぷい此椎
１０YR7/ZＩ

にぶい樋
７５YR6/４

にぷい黄捜
１０YR7/'１

樫75YR7/６

灰黄2.5Y6/２

黒褐7.5YR3/２

にぷい褐
7.5YR5/４

糧7.5YR6/６

内面

槌5YR6/６

にぷい檀
7.5YR7/４

槌5YR7/８

にぷい黄担
１０YR7/３

にぷい樋
7.5YR7/４

にぷい授
7.5YR7/６

洩撞栓10YR8ﾊ１

にぷい樋
7.5YR6/‘Ｉ

にぶい黄1ii
lOYR7/４

桧75YR7/６

黒5Y2/１

m堀2.5YR3ﾉ１

口径

長石、嬰母、赤色酸化粒

長石、鯉母、赤色酸化粒

土師器皿

土師器杯

土師器杯

土師器杯

士師器杯

51003

SIOO3

SIOO5

SIOO4

SIOO4

SlOO4

SIOO4

SIOO4

SlOO4

SIOO7

D･６

，－５

，．５

，．５

Ｃ･６

，．５

，．７

Ｃ･６

Ｆ･６

Ｅ－４

Ｅ－５

にぶい黄椴
I0YR7/４

にぷい黄撹
１０YR7/３

にぷい黄世
１０YR7/４

にぷい黄世
１０YR7/４

浅黄Z5YR7刺

にぷい黄擾
１０YR7/４

樋7.5YR6/6

明掲75YRS/８

樋7.5YR6/６

浅黄桧10YR8/zｌ

にぶい菰ＩＩｌ
ｌＯＹＲ６/４

にぷい世
7.5YR6/４

畏石、雲母土師器

長石、角閃石、雲周

長石、雲母

長石唾角閃石、雲母

石英、角閃石、輯母

1７

〆
□
夫
】
負
三

Ｃ
Ｄ
Ｂ

上
上
上

層
層
眉

４
４
４

窪 8姫

長石、角閃石、無母

－６２－

長石、石英
角閃石、雲母裂

寮
認
識
鋤
認
識
識
癖
識
認
識
認
識
識
認
識

長石、石英
角閃石、雲母

４層上

ー■

浅黄2.5YR7ﾉヨ

長石、石英
角閃石、雲母

長石、石英
角閃石、雲母

長石、石英
角閃石、雲田

長石、角閃石、窯母

長石、角閃石
翌母、赤色酸化粒

にぶい茂捜
１０ＹｌＷ４

明黄禍10YR7花

にぷい黄捜
１０YR7脚

にぶい黄捜
１０YR7/４

にぷい黄禍
１０YR5ﾉ４

4ヨ

125.61 明赤堀５YR5/６5.フ

４１

石英、長石、角閃石４屑卜

(2.7）

(32.8）

(39.6）

(17.4）

(32.01

138.61

Ｊ
，
４
翠
油
、
唾
叩
“
刀
”
釦

９
５
９
１3ｂ眉

4屑上

4a層

4層上

石英、長石
角閃石、雲母

4ｂｌ制

長石、角閃石、無母

長石、角閃石、雲母

長石、角閃石
霊母、赤色酸化粒

長石、角閃石、溌母

４屑卜 長石、産I閃石、雲母

種7.5YR6/６

浅黄捜10YR8/３

賀褐10YR5/６

にぷい黄Z5Y6“

石英、角閃石、雰母■｡

4コ

1７

福７．5YＩＷ６

胎士

輯

胎土



函

~ﾏー、１『

１
２
３
４
５
６
７
８
９

外面の胴部に照遜全体が摩滅している

外面胴部～外底面にかけて黒斑

外底面に瓜斑

｡'

ナ デナデ

摩滅の為呪壁不明嘩滅の為ﾛﾛ蜜不明１
，‘._．_」.

横 ナデナデ

ナデナデ
,‐」！‐‐‐‐‐‐

施聴、下位は18飴施紬

横ナデナデ

施柏、下位は誘胎施粕

m制ﾘヨ力斌間

ナデ

ナデ

糸切リ

ナデ

回転へラ削り

フトデ
回転へラ削り

施紬

ナデ

,j服滅の為凹整不明

ナデ

ナデ

施輸

ナデ

施紬

施粕

外面に櫛目文
ケズリ出し高台

外面型押しで菊花弁を破る。内外面に､極も

口緑は玉縁ロケズリ出し高台

内面Iこへラ描き。ケズリ出し高台

ヘラ切リ

ヘラ切り錘ナデ

ヘラ切リ

ヘラ切り

へラ切り後ナデ

ナデ

函

一
ア
・
一
テ
ー
ア

ナ
・
梅
齢

ナデ

横ナデ
回転へラ削リ

ナデ

--=－‐~..~‐.~．Ｔ1ー一一一一一一~~~~~~一一~一一~’１１~-~一~~~~-’~一‐-,,1~

ナデ｜’ナデ；ヘラ切り後ナデ

－６３－

ナデ内面に赤彩の痕跡

ナデ内面は赤彩曹外面はわずかに赤彩の痕跡

ナデ内、外而、塑塑部スス付魁

桐ナデ後ナデ内、外面赤彩

１
２
３
４
６
５
７
８
９
ｍ
Ⅱ
咽
喝
脚
晦
陥
而
旧
杓
加
訓
泣
調
泌
お

ナデ

内、外面スス付君

アナダラ届の貝殻のI田唄部を押し付けたものか

ナデ

梱ナ宗ナデ１jiナデ、ヘラ削り

柵ナデ、ナデ欄ナデ、ヘラ削リ

ハケ目後ナデ’１ケ目、ヘラ削り’
一ハケ目一一一

ナデナデ、ヘラ削り

ヘラミガキＬヘラミガキ

ヘラミガキヘラミガキ

ヘラミガキＩｉヘラミガキ‘

ヘラミガキヘラミガキ

ヘラミガキ１ヘラミガキ

ヘラミガキヘラミガキ

ナデナデ役へラミガキ

ヘラミガキヘラミガキ

条痕後ミガキ
ナデ

ナデ後ミガキが

貝殻条痕ナデ

目囲冬亜エナデナデ

貝殻条痕ミガキ、ナデ

総瀞葬1,ﾅデ､ﾍﾗ創り
貝殻条痕ナデ

ミガキ､~貝I田押捺一
ミガキ

紋

樹ナデ

ナデ

内、外面示彩も外厘晒に墨書

ナデ

外面にスス付潤

外面に炭化物付弱。内、外面スス付君

外面スス付籍

外面匠阻曜帯に沈観９条。内、外面にスス付着

ー

内面ロ線にスス付翰

内面に鈷十棚向

外嗣口紐に逃線４条のうち下の１条はナデ消してある
頚部に鰹ネクタイ状(突起)文有り

頚部リボン状装飾有リ



唾
、
一
咽

器Ⅷ

1/２程度賎存

側緑部一部欠損

色鯛

’
法量（、】

蕊lWIPLII‘ 蕊 薩禰 器種

…｜…｜口径｜底径I最畑径|残存高

縄文土器大型浅鉢一一－１．５

悶文土器大型浅鉢４眉上一一１．２

鋤文土羅大聖浅鉢3b層■■“
綱文土器大型浅鉢４用上一一１ｓ

訓１文土器大型浅鈍４層上一－１．４

内面

にぷい褐
75YR5/４

にぷい褐
7.5YR5/４

にぷい栂
75YR5/４

にぷい把
7.5YR5/‘Ｉ

にぶい籾
7.5YR5/４

錘iM回蕊

にふい黄椙
１０ＹＩＷ４

にぷい糧
7.5YR6/４

にぷい茂鐙
１０YR7/４

檀7.5YR6/ｆ

にぶい檀
7.5YR6/２１

先端刃部欠損

長石、角閃石、雲母
2６Ｄ-５

２７Ｅ-７

２８４４１７Ｅ６

２９１５６
３０Ｅ６

長石、角閃石、雲母

Ｉ

瞳石、角閃石、雪母

長石、角閃石、雲母

石英、長石
角閃石匙雲母

Tab､９万楽寺出口遺跡出土遺物観察表（石製品）

長石、角閃石、雪母

･－６４－

基部欠損

’
法丑ｋＩｍ

種別

饗馴，…|饗’
３１ Ｅ･５

３２

３３４５Ｄ･６

３４ Ｆ-７

３５ ，－５

３６ ，－５

３７ Ｆ-５

３８１８Ｃｓ

４６

３９ に-６

４０ Ｃ･６

４１ ｓ８００１

４２ ，．６

ｊ１３ Ｆ－５

４７

４４ ，－６

４５ ，．６

塾 石材 備考

基部欠狼

顧紀PLNロ
全長
(､）

9,7

14.3

20.1

12.6

10.7

12.8

18.8

5.5

12.6

５．３

9

13‘2

14.2

13‘０

１６．９

幅
、
－
４

p球

垂
、
一
卸

Ｉ

4７

刑
用
屑
眉
眉
掴

５
５
５
５
５
５

先端刃部欠損

句

搾
諾
鑑
識
》
詣
鑑
鑑
鑑
》
》

打製石器石斧

打裂石器石斧

打製石器石斧

打裂石器円形石斧

打製石雛■
磨製石器石斧

磨製石器石斧

磨裂石器霞石

磨製石器磨石

磨製石器鼓石

一石杵

打製石器石斧

打製石器石斧

打裂石器石斧

打製石器石斧

石斧４隅

石斧４用

石斧４儲

円形石斧一

双頭石斧

刃
岬
岬
邪
“
ね
刀
犯
即
率
銅
顕
叩
咽

２
６
６
７
９
５
２
６
７
８
３
４
１
３

Ｐ
＆
■
ｂ
■
■
Ｐ
●
●
ｂ
■
■
■
国

１
３
２
１
２
１
４
４
２
１
１
２
２
３

IＺ８４

７５０

960

85.6

３６０

３００

２５０

490

107.5

６３

１０５．６

４４０

３５０

８１０

基部欠損

4６

1/Ｚ程厩;弼存

先端部欠損

側緑部一部欠損

届
眉
間
脳

５
５
５
５

1/2程度残存

先端及び側緑にベンガラ付猫

胎土



■爾海■慰司酔照一口癖画
組職痕鯛の圧痕)｜

組織痕（網の圧痕）

超鑑愈（網の圧痕）

組織痕（網の圧痕）

担圃商鰯の圧掴

６
７
８
９
０

２
２
２
２
３

齢
誇
群
群
群

『
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

担織種士盟、細文晩期、型取り法、糸撚り

組職痕土朋、間文晩期、型取り法、糸撚リ

組織狗士鞘、細文晩期、型取り法、糸撚リ

組織痕土罷、柵文晩期、型取り法、糸撚り

担揺愈十鴎、綱文晩期、型取り法、糸撚り

－６５－



写真図版



1.花岡山・万日山遺跡群１区完掘状況
2.花岡山・万日山造跡群６区完掘状況

劃､賂
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守
屋

章

北島遺跡群より井芹川、植木台地方面を望む（南より）
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Ｐ爵ﾖＥ‐



1.北島遺跡群１区中世面完掘状況

2.北島遺跡群１区掘支柱建物SBOO1完掘状況
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PＬ９

一一一＝

戸
画毒＝＝一一一

万楽寺出口遺跡より西谷川、金峰山東腕丘陵を望む（北より）



1.万楽寺出口遺跡調杏区全景（北より）

2.万楽寺出口遺跡調査区全景（束より）
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－

Ｉ
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花岡山・万日山遺跡群調査区出土過物
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新馬借遺跡調査反lLH-t進物一①
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二
国一一一国

新馬借遺跡調査反lLH＋遺物一②
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７

南産一～

北島遺跡群１区・２区lLH＋遺物

一
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小塚トンネル熊本駅側抗口試掘調査時出土遺物（表）
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小塚トンネル熊本駅側抗口試掘調査時出土遺物（裏）
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PＬ１７

Ｉ

2

1.2.3.万楽寺出口遺跡竪穴建物S1003～Ｓ'００５．s１００７出土遺物
4.5.万楽寺出口遺跡調査反lLH+l遺物
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万楽寺出口遺跡調査佼鼎士潰物（石製品】
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報(‘iII}抄録

所収遺跡 所在地
コード

IIj町村 遺跡研蹄
北純 東縄 発掘期間 発捌I､価 発掘原因

花岡山。
万1-1山週跡鮮

新鰐冊遺跡

北島遺跡脈

万楽寺Illll辿跡

熊本市横手２１．日
２１３－１他２７釈、１１８３．
２１他８韮、１１８７．３

熊本市櫛手一丁I-Ill‘1２
冊地他６韮

熊本市池川四丁1１５１９
他３兼、６２８他７１Ｉ

熊本市太郎迫町４７‘1.2
他２兼

4３

熊本県

２０１

本市

1９０

２４９

２２１

4０３

3２．４７
28.33489”

(11本測地形）

３２．．１７
47.34‘1３４．

(11本illll地形）

３２。‘1９
37.25301.

(１Ｍ判l地形）

３２°５１
３２．６７３２４．

(11本測地形）

1３０．４１
４０．８０５４，，

(日本測地形）

1３０．４１
47.27774.

(日本測地形）

ｌ３０ｏ４１
４９．４０３６３．

(日本測地形）

1３０．４０
４３，４２１６５．

(日本測地形）

1117.1.21～

Ⅱ17.3.31

Ｈ１7.5.10～

’117.7.31

1118.7.12～

1118.8.31

Ｈ１8.5.30～

1118.6.30

Ｈ20.1.4～

1120‘1．３１

1118.6.15～

Ｈ１８１１．３０

1118.10.23～

Ｈ１9.2-28

1119.5.1～

Ｈ１9.10.30

2406.53,1
727.01ｎｉ

Ｉ３０００ｒＵｉ

550Ｍ

‘18.83111

1‘650Ｍ

1,800m（

964.5211（

九州新幹線

述投エリド

所収週跡fｈ 種別 １１な時代 Ｉｌな週柵 Iiな週物 特,idﾘ町Ｉ

花岡山．
万日111遺跡群

散布地 近世、近代 満、１言坑 火鉢、ｋ帥器（灯明皿） 無

新郷1冊遺跡 散布地 近仙、近代 土坑、村
商田焼(皿)､塩蝿､火鉢
土師器（灯IﾘlIII1)

無

北島週跡脈 倣附i地
弥'Ｉ強lUI、占代、

'Ｉ
畷フ

ニは
巡物、槻1%牲迎物、
、桃穴、柵、喪柏蕊

小型喪柚、’'１磁Ｋ縁椀、
謝磁（剛瑛:則系）ばか

無

万楽制Ⅱ１週跡 撒布地 柵文晩期、古代
７
１
畷
上
迎物、１Ｍ'洲f巡物、
、柱穴、湖、道路

細文後101･晩川上器､石器、
須山淵、ｌ:師器

無

要約

【花岡１１１．万IlllI遺跡群】ｌ～６区まで‘没定したが、遺榊を検出できたのは11型、６１型のみである。１Ｋでは南
北に延びる湖を砿出したが、用途呼はイミ帆６Ｋでは道路遺榊を砿‘凶し、新賜備遺跡方1mへと延びる通路遺栂の
一部を確il＆ヅテ後の妙解寺へ折れる支線の・部と兇られるコーナー部も硫継

【新賜借遺跡】近11t熊本城の西IIIlにあたる側肌門近くに位間する。‘側従Ⅸ内は大多数が近世以降の悦乱であり、
遺構の認定が難しい。道路遺描を確,Ｍ１し、：水木から島崎に向ili運の・部とみられ、イビ岡111/jlmへ折れる支線部
を確認した。

【北島遺跡群】地1浬に塑iたるｌ区で雌も多くの週構老確認した二本,側１Ｗ〔は、弥生後期、ｉｌｉ代の騨穴辿物、掘
立柱建物が検川された。４暦上1mで検出した似､f柱巡物、溝等は時IﾘlがfIUI雄がら、中世北蝿城に伴う遺櫛の可
能性もある。本週跡の北側水田面で予働‘mIfrを災施した際に、木而が２点出-ｔしているが、仲芹川流路にあたり
現位置を保ってはいない．

【〃楽寺川口遺跡】本週跡のMiLでの発伽,捌侮は、１９９４年以降２回11‘，ノk郎辿果落に近く、ljq芥川へ縦ちる綴斜面
上での洲介であった。捌従区からは細文晩川の''1形曜穴進物を１棟、，li代耐付き軽穴建物を５棟検１１１．大鼠に出
土している柵文晩lﾘ１－t器は、上段に膜がる太郎迫遺跡からの流れ込みと↓とられる。南北に延び検11Iした道路状遺
櫛は年代等はｲ《IIjL

ふりがな はなおかやま・ｆんにちやまいせきぐんしんばしやくいせきさたじまいせきぐんまんらくじでぐちいせさ

押橘 花岡111．〃'1111遺跡群新賜１冊遺跡北品遺跡群ノj楽､↑川１１遺跡

MｌｌｉＷｉ

シリーズ橘 熊本ﾘﾄ1文化Ⅱｲ‘叫尚報告

シリーズ撮り 第２６６雌

綱勝行名 艮芥部沸．（紺典・執燕）噸'二11ﾐﾉk即今付和徳尼方1；1亀（以上、調従）

細災機間 熊本ﾘ,(蝋介郵』食

〃in地
〒862.8609熊本巾水前寺６１．１１１８冊ｌり
血０９６．３３３．２７０６
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